
バ テ ィ ッ ク で 挑 む 「 地 方 創 生 」
辻修次（マレーシア大学クランタン校文化遺産学科上級講師）

　繁栄する首都
圏と、所得の低迷
や若者の流出に
悩む地方。このま
までは取り残さ
れるという危機
感。元気がない地
元の特産品をな
んとか復活させ
られないかとい
う思い。どれも日
本に限った話で
はない。むしろ、
「地方創生」は21
世紀のアジア共
通の大きな課題
となっている。今
クランタン州が

取り組もうとしているバティック再生もその一つであ
る。
　筆者が住むクランタン州は、マレーシアバティック
の本場といわれている。だが、当地の状況は決して明
るいものではない。地元大学主催のバティック・フェ
スティバルにおいてすら、「バティックの死」というシ
ンポジウムの開催が検討されたほどだ。
　危機の原因は、ライフスタイルの欧米化と、安価な
中国製品の大々的な流入だといわれている。これらは、
バティックに限らず、東南アジア地域の工芸品、軽工
業製品が広く直面している問題点でもある。では、ク
ランタンのバティックはいかにして生き残りを模索し
ているのだろうか。その答えとして語られるのは、マ
レーシアの強みである英語圏とのネットワーク構築能
力を生かし、海外のファッション市場に活路を見出す
ことである。事実、意匠や素材にストーリーを与えて
ブランド化した製品や、バティック素材を用いた靴な
どを「一点もの」としてロンドンやシンガポールのバ
イヤーに売り込むことで、大きな成功を収める業者も
現れはじめている。これは、インドネシア・ジャワ島
の主要産地で取られている振興策とは異なるアプロー
チである。インドネシアでは、学校や公務員の制服に
地場のバティックを採用するなど、内需でバティック

産業を支えることが基本方針となっている。だが、イ
ンドネシアに比べ、相対的に内需の規模が小さいマレ
ーシアの場合、英語圏との交渉力を活かし、輸出に活
路を見出すことが優先されている。こんなところにも、
両国の持つ相対的な強みが反映されてくるのはなかな
か面白い。
　さて、クランタンのバティックを揺るがす原因とし
て、もう一つ見落とせないのは、インドネシア政府が、
国連教育科学文化機関（ユネスコ）にバティックを自
国固有の無形文化遺産として登録し、さらに多くの伝
統的な意匠に知財権を設定した影響である。マレーシ
ア国内では著名なクランタンのバティックも、実際の
ところは、20世紀の初頭にジャワの染色技術を導入し
て開花した産業にすぎない。当地の染色家ですら、本
音ではクランタンの意匠は数世紀の蓄積のあるジャワ
の流用に過ぎないと白旗を挙げざるを得ないのが実情
である。それゆえ、新たに浮上した知財権の問題によ
って、クランタンのバティック産業は、否が応でも新
しいモチーフの模索を迫られる格好となっている。
　こうしてみてみると、クランタンのバティックは、
二つの「創生」に向けた挑戦を迫られているように思
える。一つは、冒頭にも挙げた日本で用いられる意味
の「地方創生」。すなわち、グローバル化や中国製品の
流入といった条件の下で、相対的に不利な経済的地位
に置かれた地方における地場産業の振興である。そし
て、もう一つ見落とせないのは、インドネシア・マレ
ーシアを包摂する文化圏における「創生」である。ジ
ャワに由来する文化が、歴史的には文化的周縁に位置
してきたクランタンにおいて独自に現代化し、開花す
ることができるのか。それは西欧美術史における北方
ルネサンスのように、クランタン・ルネサンスを胎動
させうるのかという文化史的な挑戦でもある。
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